
資料２

港区行政年表について 

港区史編さん事業の一環として、区が誕生した昭和２２年から、区政７０周年を迎えた平成２９年３月ま

での区政の歩みを「港区行政年表」（以下「行政年表」という。）として、新たに作成しています。 

行政年表については、今後、電子版の新修港区史等が閲覧できる「デジタル港区史」へ掲載し、区史編さ

んの過程として公開するとともに、将来的には、年表事項と区史編さんの過程で収集した写真や資料等を紐

づけ、Web 上で併せて閲覧できるようにしていきます。 

１ 行政年表の事項について 

行政年表の作成に当たっては、「みなと区政要覧」の巻末に掲載していた港区年表を軸にして、これま

でに発行された「広報みなと（全号）」、過去の港区史・新修港区史及び近年の各部事業概要等の資料を参

照し、年表事項の洗い出しを行いました。 

【各資料からの反映状況】 

○みなと区政要覧 港区年表（昭和２２年から平成２３年まで）：２５２項目 

○広報みなと（昭和２２年創刊号から平成２８年度まで）   ：５１４項目 

○その他資料（各部事業概要、港区史、新修港区史等）    ：２８９項目 

その後、庁内調査を実施し、内容を精査した上で項目の追加等を行いました。その結果を踏まえ、資料

２－２のとおり、行政年表（公開用）として集約しました。 

【庁内調査結果】 

２ 区史本編への記載希望について 

庁内調査では、年表事項の内容精査に加えて、「（仮称）新・港区史」（現代編）の本編への記載希望の

事項についても調査し、８４項目が挙げられています。（資料２－３のとおり） 

【選択の視点】 

① 区政７０年の歴史の中で区政全体に大きく影響を与えた重要な事項 

② 港区の将来像の実現に向けて策定、実施した特に重要な計画、施策等（初回の策定、実施等） 

  ③ 震災等による未曾有の社会情勢の変化や区民要望等に対応するために実施した歴史に残る取組 

３ 現時点からの行政年表の取扱いについて  

行政年表は、区史本編への記載希望事項とともに区史編さんの執筆者等に提示し、特に「（仮称）新・

港区史」（現代編）の本編執筆のための基礎資料として活用できるようにします。なお、区史本編への記

載希望事項の本編への記載の有無については、今後、監修者及び執筆者と検討を進めます。 

４ 今後のスケジュール 

平成３０年５月以降 「デジタル港区史」において公開（資料２－４のとおり） 

調査前 増減 調査後

「港区」の誕生 4 5 9 1 総務部
街の変化 126 84 210 13 街づくり支援部
議会と行政 316 68 384 39 企画経営部、総務部、区議会事務局
環境 61 -10 51 5 環境リサイクル支援部
防災・生活安全 30 3 33 6 防災危機管理室
産業と文化 59 7 66 3 産業・地域振興支援部
教育 178 66 244 4 教育委員会事務局
福祉と衛生 268 126 394 13 保健福祉支援部、みなと保健所、子ども家庭支援部

町域の歴史 13 12 25 0 芝地区総合支所
合計 1055 361 1416 84

分　別
年表事項数 区史本編への

記載希望事項数
主な担当部

１０５５項目


